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研究成果の概要（和文）：閉塞型睡眠時無呼吸症候群（Obstructive Sleep Apnea Syndrome; OSAS）患者において、レ
ーザースキャンシステムによる口腔内形態の３次元的評価の方法を確立し、口腔内の形態的特徴が睡眠時の上気道閉塞
性に及ぼす影響を検討した。その結果、従来よりOSAS発症のリスクが高いと考えられていた小下顎患者でも、下顎前歯
の唇側傾斜による口腔内容積の増大が気道開存性を補償している可能性があることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Influence of intraoral morphology on upper airway patency of obstructive sleep 
apnea syndrome (OSAS) patients was determined by three-dimensional evaluation with a surface laser 
scanner. Labial tipping of incisor seen in patients with small mandible increased intraoral volume, and 
it make compensation upper airway patency for their disadvantageous maxillomandibular morphology.

研究分野：矯正歯科学
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１．研究開始当初の背景 
閉塞型睡眠時無呼吸症候群（Obstructive 
Sleep Apnea Syndrome; OSAS）の発症には
小下顎を主とした顎顔面形態が関与する。
小下顎では、顎骨内部の容積が通常より小
さくなるため、顎骨内部の舌を含む軟組織
量が過剰となり、その結果、咽頭部に軟組
織が押し寄せ上気道は狭窄し閉塞が生じ
やすくなることが明らかとなっている。研
究代表者は顎骨と同様に舌を取り囲む固
有口腔の形態も気道閉塞性に影響を及ぼ
すとの仮説をたて、固有口腔の一部である
歯列弓の形態について通常歯科で行われ
ている２次元的な線分析（図 1.歯列弓幅
径・長径の計測）を行ったところ、歯列弓
の大きさが気道開存性に影響を及ぼすこ
とを明らかにした（Maeda et al.2011）。
しかしながら、固有口腔の形態は、叢生や
転位と言った歯の位置異常や口蓋の形態
などの影響も受けることから、従来行われ
ている線分析のみならず、口腔内の立体構
造を考慮した3次元的な評価も必要である
と考えられた。 
 
 
 
 
 
 

 
図 1.歯列弓形態計測 

歯列弓幅径：左右第一小臼歯歯頸部最深点
間の距離, 歯列弓長径：中切歯切縁から第
一大臼歯遠心面までの距離 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、固有口腔の 3次元的形態
評価法を確立し、それにより OSAS 患者に
おいて、歯列弓形態・固有口腔容積が睡眠
時の上気道閉塞性に及ぼす影響を3次元的
に解明することである。本研究では、上気
道閉塞性が高いと考えられる小下顎 OSAS
患者において、上気道開存性の維持に不利
な顎顔面形態であるにもかかわらず OSAS
が重症化していない場合に着目した。 
 
３．研究の方法 
対象は日本人成人男性OSAS患者のうち、
計測該当歯に補綴物・欠損歯がなく、な
おかつ研究協力に同意を得られた者と
した。年齢、性別、BMI、AHI、SNA およ
び舌横断面積を一致させた 22 名の小下
顎患者群（ANB≧3.2°）と 21 名の非小
下顎患者群（ANB＜3.2°）とした。また、
分析に用いる項目は年齢、Body Mass 
Index （BMI）、無呼吸・低呼吸指数（Apnea 
Hypopnea Index；AHI）、顎態、歯列弓形
態（図 1）、さらに本研究では固有口腔形
態（容積・長径・幅径・高さ）を設定し
た（図 2）。歯列弓および固有口腔形態は

対象患者の歯列模型を 3D レーザースキ
ャンシステムを用いて3次元デジタルデ
ータに変換したのちに各種分析を行っ
た。分析で得られた各種指標を用い、小
下顎群・非小下顎群における歯列弓およ
び固有口腔形態の特徴について統計学
的に比較検討を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2.固有口腔・口蓋形態の計測項目 
固有口腔容積：上下顎が咬頭嵌合位にあ
るとき、上部は口蓋、下面は下顎歯槽骨
と口腔底の境を結んだ曲面、側面は歯列
弓、後縁は上顎第二大臼歯後縁を通り、
咬合平面と垂直な面とした。固有口腔幅
径：固有口腔後縁における幅径。固有口
腔長径：固有口腔後縁から固有口腔最前
方端までの距離。固有口腔高さ：口蓋最
深部位における固有口腔の高さ。口蓋容
積：固有口腔の咬合平面より上部におけ
る空間の容積 
 
 
４．研究成果 
小下顎群・非小下顎群では、固有口腔の
容積に有意な差は認められなかった(小
下顎群：25674.48mm3, 非小下顎群：
28049.33mm3, p=0.099)。また、両群間で
は上下顎の前後的位置関係の違いがあ
るにもかかわらず、固有口腔の前後径に
は有意な差が見られなかった(43.58mm, 
45.23mm, p=0.061)。固有口腔の幅径
(34.40mm, 35.44mm, p=0.166)および高
さ(38.06mm, 38.85mm, p=0.536)にも違
いは見られなかった。小下顎群の下顎下
縁平面に対する下顎前歯歯軸（L1 to 
Mandibular）は非小下顎群に比べ著しく
唇側傾斜していた。このことより、小下
顎患者では、下顎前歯が唇側傾斜するこ
とにより、固有口腔の大きさを補償し、
OSAS の重症化を防いでいることが考え
られた。以上より、固有口腔の大きさは、
上気道開存性に影響を及ぼし、かつ固有
口腔の中でも可変性の歯列弓形態はそ
の形態を変化させることにより、上気道
開存性を維持出来る可能性が考えられ
た。 
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